
下
し も

深
ふ か

田
だ

地区
ち く

活性化
か っ せ い か

計画
け い か く

栃木県

平成27年2月

栃木県大田原市



市町村名 計画期間（※２）

目　　標　：（※３）

目標設定の考え方

地区の概要：

現状と課題

今後の展開方向等（※４）

１　活性化計画の目標及び計画期間

都道府県名

　下深田地区では、農業従事者の高齢化が進み、農業経営者不足が懸念されるため、農地整備事業を円滑に実施し、農業生産基盤を整備し、担い手への農地の利用集積を促進することで、農
業後継者が積極的に農業に取り組める基盤と定住できる環境を整える。
　これにより、当地区の定住人口については、平成17年度（人口151人、集落戸数34戸）から平成22年度（人口164人、集落戸数42戸）の5年間で人口が約8％、集落戸数が約20％増加しているが、
活性化計画終了後においても、この平成22年度の人口及び集落戸数を維持することを目標とする。

栃木県 下深田地区大田原市 平成27年度～平成30年度地区名(※１)

計画の名称 下深田地区

　下深田地区は、農業生産の基盤が未整備であり、大部分が小区画や不整形で排水路が未整備である。また、農業用道路も狭隘で大型農機具の搬入に支障をきたしている。
　このように農業経営の改善と農用地の利用集積に大きな障害となっており、農業従事者の高齢化も懸念されるため、集落戸数の維持や定住人口の維持が課題となっている。

　農業生産の基盤が未整備のため、農作業効率の低下及び農業従事者の高齢化により地域活力が低下するなか、基盤の整備や後継者の育成を推進するための農地整備事業を実施す
ることにより、生産性の高い農業基盤を確立し、農業後継者の意欲の向上及び定住の促進を図っていく。

　大田原市は、首都圏から約１５０キロ地点にあり、栃木県の北東部に位置し、面積は354.12㎢である。
　下深田地区は、大田原市の中心に位置し、一級河川巻川の左岸に展開する平坦な水田地帯であり県営圃場整備事業が完了した上奥沢地区に隣接し水田比率が非常に高く、
稲作を中心とした水田地帯である。
　また、当事業を契機として担い手への集積及び認定農業者の育成や地域の合意形成を図り規模拡大に向けた取組を実施する。



（１）法第５条第２項第２号に規定する事業（※１）

大田原市 下深田 大田原市 有 イ

大田原市 下深田 大田原市 有 イ

大田原市 下深田 栃木県 無 イ 平成30年度～
平成35年度（予定）

（２）法第５条第２項第３号に規定する事業・事務（※４）

（３）関連事業（施行規則第２条第３項）（※５）

（４）他の地方公共団体との連携に関する事項（※６）

基盤整備（農用地等集団化）

基盤整備（地形図作成）

法第５条第２項第
２号イ・ロ・ハ・ニ
の別(※３）

交付金希望の有無

市町村名 地区名 事業名 事業実施主体

農地整備事業

交付金希望の有無

備考

２　定住等及び地域間交流を促進するために必要な事業及び他の地方公共団体との連携

市町村名 地区名 事業名（事業メニュー名）（※２） 事業実施主体 備考

市町村名 地区名 事業名 事業実施主体 備考



下深田地区（栃木県大田原市） 区域面積 （※２）

区域設定の考え方 （※３）

①法第３条第１号関係：

②法第３条第２号関係：

③法第３条第３号関係：

３　活性化計画の区域（※１)

60ｈａ　

　当該区域60ｈａのうち農林地面積は、53ｈａで88％を占めるとともに、49％（農業従事者59人／全就業者数120人）が農業従事者で構成された区
域である。

　農業者の活性化のためには基盤整備により生産性の高い農業を確立し、農業所得の増加、農業従事者の経営意欲を向上させることにより更な
る定住化を進めることが有効かつ適切な区域である。

　本区域は、農業振興地域内の水田地帯であり、市街地を形成している区域は含んでいない。



４　市民農園（活性化計画に市民農園を含む場合）に関する事項　　・・・該当なし

（１）市民農園の用に供する土地（農林水産省令第２条第４号イ、ロ、ハ）

農地（※２） 市民農園施設

氏名 住所 氏名 住所

市民農園整備
促進法法第２
条第２項第１号
イ・ロの別

種別（※３）

（２）市民農園施設の規模その他の整備に関する事項（農林水産省令第２条第４号ハ）（※４）
整備計画

建築物

工作物

　計

（３）開設の時期 （農林水産省令第２条第４号二）

土地の所在 地番
登記簿 現況

地目

土地所有者

権利の
種類(※1）

新たに権利を取得するもの

所要面積 工事期間建築面積

土地所有者

種別(※５）

土地の利用目的

備考

備考構造(※６）

地積（㎡) 権利の
種類(※１）

既に有している権利に基づくもの



内　　　容 備　　考

（１） 農林地所有権移転等促進事業の実施に関する基本方針（※１）

（２） 移転される所有権の移転の対価の算定基準及び支払の方法

(※２）

（３）

①

②

③

（４）

①

②

設定され、又は移転される地上権、賃借権又は使用貸借に
よる権利の残存期間に関する基準(※４）

設定され、又は移転を受ける権利が地上権又は賃借権であ
る場合における地代又は借賃の算定基準及び支払の方法
(※５）

農林地所有権移転等促進事業の実施により設定され、又
は移転される農用地に係る貸借権又は使用貸借による権
利の条件(※６）

その他農用地の所有権の移転等に係る法律関係に関する
事項（※７）

農林地所有権移転等促進事業の実施により設定され、又は移
転される農用地に係る賃借権又は使用貸借による権利の条件
その他農用地の所有権の移転等に係る法律事項

５　農林地所有権移転等促進事業に関する事項　　・・・該当なし

事　　　項

権利の存続期間、権利の残存期間、地代又は借賃の算定基準等

設定され、又は移転される地上権、賃借権又は使用貸借に
よる権利の存続期間に関する基準(※３）



６　活性化計画の目標の達成状況の評価等(※１）

　活性化計画が終了する翌年度に、農林業センサス等の統計により地区内の人口と集落戸数を把握し、栃木県と大田原市が共同で評価を行
う。また、評価結果については学識経験者等第三者の意見を聞き、妥当性を検証し公表する。


